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滋賀銀行は、環境省認定の「エコ・ファースト企業」として、
「環境経営」に取り組んでいます。

しがぎんビジネス・ウォッチング「かけはし」は、http://www.keibun.co.jp/でもご覧いただけます。※本誌「かけはし」の名称は、（株）しがぎん経済文化センターが商標登録しています。
本誌掲載の記事、写真、イラスト等の無断複写（コピー）・複製（転載）を禁じます。

　
４
月
１
日
か
ら
、大
津
商
工
会
議
所
会
頭
の
大
役
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。慣
例
に

よ
り
、同
時
に
県
下
７
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長
も

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。も
と
よ
り
微
力

で
あ
り
、商
工
会
議
所
活
動
に
つ
い
て
も
経
験
不
足
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、諸
先
輩
が
築
か
れ
た
基
盤
を
受
け
継

ぎ
、商
工
業
振
興・発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
年
度
早
々
か
ら
明
る
い
話
題
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
の「
新
名
神
高
速
道
路
の
完
全
開
通
を
求

め
る
会
議
」で
、2
0
0
3
年
に
凍
結
さ
れ
た
大
津―

城
陽
間（
25・1
㎞
）と
八
幡―

高
槻
間（
10・7
㎞
）に
つ

い
て
前
田
国
土
交
通
相
が「
今
月
中
に
も
着
工
し
た

い
」と
述
べ
ら
れ
、国
土
交
通
省
か
ら
６
日
に
正
式
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
利
便
性
の
向
上
や
渋
滞
の
緩
和
、名
神
の
改
修
期
間

の
代
替
道
路
と
し
て
、ま
た
、災
害
に
対
す
る
備
え
と

し
て
、沿
線
の
自
治
体
、住
民
、経
済
界
の
大
勢
が
待
望

し
て
い
た
事
業
の
再
開
で
す
。大
い
に
歓
迎
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、京
阪
神
と
東
海
地
区
の
中
間
に
位
置
す
る
滋

賀
の
存
在
を
更
に
高
め
る
絶
好
の
ス
テ
ッ
プ
台
と
し
て

参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
４
月
６
日
に
は
、11
月
に
京
都
市
内
で
開
催
予
定

の「
世
界
遺
産
条
約
採
択
40
周
年
記
念
最
終
会
合
」

（
ユ
ネ
ス
コ
主
催
）に
向
け
、「
記
念
事
業
京
都
実
行
委

員
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。同
委
員
会
は
、世
界
遺

産
に
指
定
さ
れ
た
17
の
寺
社
や
城
が
あ
る
京
都
、宇
治
、

大
津
の
３
市
長
と
京
都
府
、滋
賀
県
の
両
知
事
、経
済

界
の
ト
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
ま
す
。京
都
市
、宇
治
市
な
ど

各
自
治
体
、団
体
が
力
を
合
わ
せ
て
京
滋
地
区
の
世
界

遺
産
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
た
い
と
夢
が
ふ
く
ら
み

ま
す
。

　
６
月
に
は
、関
西
２
府
４
県
の
商
工
会
議
所
が
連
携

し
て
、中
国
の
上
海
、広
州
で
広
域
観
光
の
誘
客
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。府
県
を
越
え
て
広
域
観

光
ツ
ア
ー
の
海
外
誘
客
事
業
に
取
り
組
む
の
は
初
め
て

の
試
み
で
す
。

　
大
津
商
工
会
議
所
で
は
、琵
琶
湖
を
前
面
に
打
ち

出
し
、湖
上
遊
覧
や
ス
キ
ー
、温
泉
が
楽
し
め
る
豊
か
な

自
然
、近
江
牛
や
鮒
ず
し
な
ど
の
地
産
食
品
を
大
い
に

ア
ピ
ー
ル
、中
国
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
か
ら
の
観
光

客
誘
致
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
地
域
の
商
工
業
を
振
興
し
、地
域
を
元
気
に
し
た
い

と
の
願
い
は
、ま
さ
に
商
工
会
議
所
も
私
ど
も
の
銀
行

も
同
じ
で
あ
り
、横
に
広
が
る
連
携
に
よ
り
新
た
な
展

開
が
で
き
れ
ば
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

滋賀銀行頭取  大道良夫

「広域連携」
ビジネストーク

雨森地区に、江戸時代の儒学者・雨森
芳洲は生まれた。誠信外交とは「互いに
欺かず争わず真実を持って交わること
である」と説き、日朝友好の架け橋となっ
た。ここに暮す人たちはその教えをまち
づくりに生かし、町をきれいにしていっ
た。そして、町はふるさとを花で飾り美し
くしたとして様 な々賞を受賞している。薫
風の頃、高時川の堤には鯉のぼりが泳
ぎ、町は花でいっぱいになり、旅人を心
やさしく迎えてくれる。

1953年、神戸市生まれ。文化財カメラマンを目指して森
昭氏に師事。関西を中心に美術・文化財、風景写真を専門
に撮影。平成23年度滋賀県文化賞を受賞。

雨森の鯉のぼり
（長浜市）
写真・文／寿福 滋

02 ビジネストーク

「広域連携」

03 かけはしマネジメント対談

株式会社文教スタヂオ
代表取締役社長  一圓 泰成氏

07 イチ押し！開発ヒストリー

大湖産業株式会社

09 イチ押し！開発ヒストリー

丸和繊維工業株式会社

11 社会とかかわる──企業のCSR活動

今津サンブリッジホテル

13 琵琶湖の記憶

行行子。
─今森 洋輔

14 しがぎんトピックス

「地域密着型金融」の取り組みで顕彰される
地銀初の中国本土向け人民元建て融資を実行

15 アジア＆ワールド

中国で急拡大するオンラインショッピング市場

17 アナリストレポート 県内景気天気図

再び、持ち直しの動き

19 ズームアップ 県内経済情報

欧州債務危機による中国との取引減少を懸念
（県内企業動向調査特別項目）

21 主要経済指標


